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はじめに 

当館に設置されているサイエンスドームは，平

成 15 年度末をもって，全天周型大型映像の上映
が廃止された。これを受けて既存施設の有効利用

の観点から，これまでビデオ上映、会議・講演会

場及びコンサート等に利用してきたところである

が，当該施設は構造上，プラネタリウムの活用に

適しており，この特性を活かした集客が内外から

期待されていた。 
そこで，平成 18 年度に，サイエンスドーム活
性化事業の一環として，専門業者に委託し，可動

的なプラネタリウム投影機（「メガスターⅡ」）を

ドーム内に持ち込み，期間限定のイベントとして，

ドーム全体に星空を再現する上映会を実施した。 
 
１ サイエンスドームの規模 

サイエンスドームは，径23ｍのドーム型スクリ

ーンを使った全天周の大型映像ホールで，臨場感

あふれる音響と映像を楽しむことができる。座席

数は294席で，配列は「一方向傾斜床」であり，

その傾斜角は約30°である。 

2005年に発刊された「プラネタリウム白書」（以

下、「白書」という。）によれば，全国のプラネタ

リウム専門施設357館のうち，20ｍ以上は13％（45
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館），200 席以上の大規模な施設は 20％(70 館)と

なっている。ちなみに最大は，愛媛県総合科学博

物館の直径30ｍである。  

 

 
第1図 サイエンスドーム平面図とメガスターⅡの設置状

況 

（図の右下が高く、左上に向かって階段状に低くなってお

り、上段、中段、下段にテラス状の通路がある。中央よ

りやや右下の長方形が、平成 15 年度末まで全天周大型

映像映写機が設置されていた場所である。） 

 

以上のデータから、当館のサイエンスドームは，

ドーム直径及び定員から見れば，大型館に属する

ことが理解できる。ちなみに，当館の規模を凌駕

する施設は，関東一円ではわずか5か所に過ぎな

い１）。 

 

２ 運  営 

（１）組 織 

 全館的な取り組みと位置づけ，副館長１名と庶

務課，普及課，学芸課の３課の代表からなる「千

葉県立現代産業科学館 開館時間延長プロジェク

トチーム」を結成し，企画・運営について総合的

な検討を行った。 

 

（２）実施時期 

 最も集客が見込まれる夏季（8 月 11 日から 20

日）に「サマーナイトミュージアム」と銘打って，

開館時間を2時間延長した。当該プラネタリウム

上映会は，集客への効果を図るために，後半の 5

日間に開催した。 

 今回のイベントの準備から開催までのスケジュ

ール，概要は下記の通りである。 

 

実施スケジュール 

準備開始：平成18年7月１日 

広報開始：７月20日 

設営期間：８月10日から８月15日 

実施期間：８月16日（水）から20日（日） 

撤収期間：８月20日から 

 

（３）イベントの概要 

 今回行った上映会の概要は次の通りである。 

行事名：「スーパープラネタリウムＭＥＧＡＳＴＡ

ＲⅡ上映会」 

番組名：「七夕ランデブー」 

内 容：小学生の男女が主人公で，ＣＧを駆使し

た子ども向けの番組 

番組上映時間：30分 

使用機材：メガスターⅡタイタン 

（有限会社大平技研）、プロジェクタ３台 

1回の定員：280名２） 

入場料：一般300円（団体料金240円），高校・大

学生 150 円（団体料金 120 円），中学生以下・65

歳以上無料（当館入場料にプラネタリウム観覧料

込み）３） 

実施期間中のスケジュール 

① 9：30－10：00 ②11：00－11：30 

③14：00－14：30 ④15：30－16：00  

⑤17：00－17：30 ⑥18：30－19：00 

当日の配布資料：リーフレット「七夕ランデブー」

（資料１参照） 
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（４）延長時間と職員の勤務体制 

 開館時間延長に伴い職員の勤務体制の変更を行

い，常勤職員を対象として，勤務の二交代制（早

番8：30～，遅番11：30～）を実施した。この場

合の職員の退勤時刻は，遅番の20：15が限度と考

えられることから，閉館時間を19：30，関連イベ

ントの終了時刻を19：00とした。 

 

（４）広報等  

 今回は開催決定の遅れにより，広報時期が小・

中学校の夏休み直前となったため，学校関係への

広報は断念せざるを得なかったが，それ以外は通

常の配布計画にしたがって，全県的に広報を展開

した。また，これに加えて当館ホームページ及び

メガスターホームページ（大平技研）による告知

も行った。 

 ポスター・チラシは，「サマーナイトミュージア

ム」と「スーパープラネタリウム MEGASTAR-Ⅱ上

映会」の２種類を館内にて作成した（第２図）。 

 今回は，マスコミ各社の反応がきわめて良好で

あった。その成果として，ラジオ（ＮＨＫ‐ＦＭ），

新聞各紙（朝日新聞，日本経済新聞，千葉日報）

及び多数のミニコミ紙で掲載された。アンケート

の結果では，新聞等の効果がどの世代でも大きく，

特に朝日新聞の記事は効果的であった（第９図）。 

 

第2図 サマーナイトミュージアムポスター（左）とプラ

ネタリウム上映会ポスター（右） 

 

（５）期間中の運営 

 上映会の運営にあたっては，機材の設営および

上映については，有限会社大平技研のスタッフが

行い，受付および会場でのアナウンスについては，

当館職員が行った。また会場案内・誘導は，当館

職員及びボランティアスタッフが行った。会場案

内係が不足することが予想されたため，新たにボ

ランティアスタッフを募集した。 

 来館者の受付は，予約は受けず，当日来館時に，

希望する回の整理券をチケットカウンターで，当

館入場券販売時に配布した。サイエンスドームは，

各回の上映30分前に開場し，サイエンスドーム入

り口でその回の整理券と引き換えに入場してもら

った。会場内は全席を自由席とした。 

 

（６）上映会開催時の状況 

 上映会に先だって，大平技研のスタッフは６日

間を設営に費やし，メガスターⅡと周辺機材を当

館サイエンスドームの環境に適合させるため，徹

夜で作業を行った。 

 初日の８月 16 日は，開館時間の朝９時前から
開場待ちの方々の姿があった。今回の上映会でサ

イエンスドームの定員を280名と設定したが，初
日は，６回の上映中４回が200名を超える盛況ぶ
りであった。２日目以降についても同様で，特に

午後２時からの上映は全て満席となった。一方，

入場者が少なかった時間帯は，第１回目と第５回

目，第６回目だったが，それでも100名前後の入
場があった。 

 

３ アンケートの集計結果 

（１）アンケートの概要 

 今回の上映会を実施するに際し，観覧者にアン

ケートを実施した。アンケートは観覧終了後，出

口にアンケート用紙を設置し，任意で記入してい

ただいた。 
回答者は，全観覧者の約14％であり，年齢，居
住する地域といった基礎情報，上映会を知った広

報媒体及び上映会の感想について調査を行った

（資料２）。 
 
（２）上映会観覧者の基礎情報 

ａ．観覧者の居住する地域 
千葉県内では 35 市町村から，県外では９都県
からの来館者があった（第３図・第４図）。 
千葉県内からの来館者を市町村ごとに見ると，
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最も多かったのが，当館が所在する市川市で約

42％，次に多かったのが隣接する船橋市約16％で
あった。この２市で約 60％を占めており，以下，
千葉市約９％，松戸市約４％，習志野市約３％の

順で多かったが，いずれも10％未満であった。市
川市に隣接する市が多い傾向があるが，その中で

隣接する浦安市，鎌ヶ谷市の割合はそれほど大き

くはなかった。近隣の市以外で比較的来館者が多

かったのは佐倉市の約 1.5％で，流山市などと比
較しても多かった。 

第３

第３図 来館者の居住地域 

 
このような来館者の市町村ごとのバラツキは，

鉄道路線との相関が見られる。当館に乗り継ぎな

しで来館することができる総武線沿線（習志野市，

千葉市），および京成線沿線（佐倉市など）の地域

からの来館者が比較的多いのに対し，市同士が近

接していても乗り継ぎを要する地域（浦安市，鎌

ヶ谷市）からの来館者は少なく，当館近隣の方を

除くと，来館者の多くが鉄道を利用していること

が想定された４）。 
 一方，千葉県外の来館者を見ると，東京都から

が最も多く，県外来館者の中で約48％を占め，次
いで埼玉県，神奈川県が多かった。東京都におけ

る内訳を見ると，江戸川区，葛飾区といった市川

市と近接する地域からの来館が多かった。また， 
  埼玉県からの来館者が目立つのは、当館の上映会 

 
第４図 千葉県以外の地域における来館者の割合 

 
に先立って，埼玉県坂戸市においてメガスター上

映会が行われている影響であると推測される。同

様に，神奈川県からの来館者についても川崎市立

青少年科学館のメガスターⅡが影響している可能

性が高いものと推測される。 
         
ｂ．年齢構成（第５図） 
  来館者の年齢構成を見ると，一般（大学生を除

く 18歳以上 65歳未満）が約 54％を占め，次い
で小学生以下が約 32％，次いで 65 歳以上が約
６％を占めていた。それに対し，中学生，高校生，

大学生の割合は合わせて約７％であった。 

 
第５図 来館者の年齢構成 

 
ｃ．通常開館時との比較 
 通常開館時に回収したアンケートの結果と今回

の上映会時の結果を来館者の住んでいる地域を比

較すると，上映会の方がより市川市および船橋市

在住の割合が大きいという特徴が見られた（第６
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図）。 

 
第６図 通常開館時とプラネタリウム上映時の来館者の居

住地比較 

 
 また，年齢構成について通常開館時と上映会開

催時とを比較すると，「小学生以下」と比較して，

それ以外の年齢層の割合がいずれも大きくなって

いる。その中でも特に「一般」「65 歳以上」の割
合が大きい（第７図）。 

 
第７図 通常開館時とプラネタリウム上映会時の来館者の

年齢比較 

 

（３）広告媒体について 

広報媒体の中で最も影響力があったのが，「新聞・

ミニコミ誌」で約35％，次いでポスター・チラシ
で約25％であった。インターネットを見ての来館
は約 11％で，いわゆる口コミの約 16％を下回っ
た。テレビ・ラジオ等での情報案内もあったが，

影響力は小さかった(第８図）。 
 また，「新聞・ミニコミ誌」の中で最も影響力が

あったのが全国紙（朝日新聞）で約52％を占めた。
これは全体の中でも約18％を占め，口コミ，イン
ターネットを上回っている。当館周辺の配布され

ている地域紙の影響力も大きく，各紙が名を連ね

ている（第９図）。 
 チラシ・ポスターについては，配布した範囲が

狭く，枚数も少なかったが，効果が高く，あらた

めてポスター・チラシの影響力の大きさが明らか

になった。 

 

第８図 上映会を知った広報媒体 

 

 

第９図 「新聞・ミニコミ誌」における各誌の割合 

 
 
ｂ．地域別にみた広報媒体の違い(第10図) 

 来館者の住んでいる地域ごとに，広報媒体をみ

てみると，市川市，船橋市においてはポスター・

チラシの割合が高く，インターネットの割合が小

さいのに対し，当館から比較的遠く来館者が多い

千葉市ではポスター・チラシの割合が小さく，新

聞・ミニコミ誌の割合が大きい。また，千葉県以

外の地域では圧倒的にインターネットの占める割

合が大きい。 
 このデータは，今回の上映会の広報活動におけ

るそれぞれのメディアの特徴をよく表していると

いえる。 
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  第10図 地域別にみた広報媒体の違い 

 
チラシ・ポスターは配布に労力，費用，時間が

必要なため，広範囲に拡散しにくい。それに対し，

インターネットは広範囲に情報が流布されるが，

閲覧するのは能動的に情報収集する人に限定され

るため，受動的な不特定多数への影響力は得られ

ない。新聞は，その記事が掲載された紙面が配布

されるエリアにおいて有効であり，高い集客力を

持つが，情報の掲載方法や掲載の可否は新聞社に

委ねられるため，確実性は低くなる。今回の上映

会は，全国紙を中心に多数の新聞に掲載されたた

め，成果をあげることができたが，掲載するか否

かの選択権は当方にはないので，より能動的な広

報を行うためには，ポスター・チラシを効果的に

配布する方法を検討する必要がある。 
 
ｃ．年齢別にみた広報媒体（第11図） 

 年齢層別に広報媒体をみてみると，65歳以上に
おいてインターネットの割合が極端に小さく，年

齢が上昇するに従い，「新聞・ミニコミ誌」の割合

がやや大きくなる傾向がある。それ以外は，小学

生以下，一般，65歳以上を比較してみて広報媒体
の順位自体には大きな違いがない。 
これは，対象となる年齢層に合わせて，発信す

るメディアを選択する必要がないこと，インター

ネットの広報力が低年齢層ほど高いわけではない

ことを示していると考えられる。 

 
     第11図 年齢別にみた広報媒体 

 

ｄ．通常開館時との広報媒体の比較(第12図) 

 
第 12 図 通常開館時とプラネタリウム上映会時の広報媒

体の比較 

 
 広報媒体について，通常開館時と上映会開催時

とを比較すると，通常開館時においては「友人・

知人から聞いて」の割合が約40％をしめるのに対
し，上映会開催時には，それ以外の媒体の割合が

大きくなっており，特にポスター・チラシの割合

の増加が目立つ。このことからも，イベント周知

においてポスター・チラシの影響力が大きいこと

がわかる。 
 
（４）上映会に対する感想（第13図） 

 感想については，「大変よかった」「まあまあよ

かった」「あまりよくなかった」「期待はずれ」の

４つの中から選択し，さらに具体的な内容につい

ては，自由に記述していただいた。 
ａ．「よかった」と「悪かった」の割合 
 「大変よかった」が約62％，まあまあよかった
が約 23％で合計約 85％が「よかった」と回答し
ている。一方で約14％が「あまりよくなかった」
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「期待はずれ」と回答した。おおむね好評であっ

たといえる。 
 

     
     第13図 上映会観覧者の感想 

 
ｂ．「良かった点」と「悪かった点」 

 良かった点と悪かった点については，自由記述

であったため，4 択で「良かった」と答えた中に
も悪かった点を記載している人や，複数の事項に

ついて言及している人もいた。このような状況か

ら，すべての記載の中で多く見られたものについ

てピックアップし，その件数をカウントし，集計

を行った。よって，本節で示すデータは，いわゆ

る「複数回答あり」の状況下でまとめたものであ

る。示されたパーセンテージはあくまでもこれら

を集計した中でのものであり，回答者の中での割

合ではなく，あくまでも目安であることをあらか

じめ断っておく。 
 
①良かった点（第14図） 

 良かった点で最も多かったのは「星空がきれい」，

次いで「星が多い」と，プラネタリウムそのもの

についての評価であった。次いで，「ロケット」「オ

ーロラ」「宇宙から見た地球」といった CG に関
するものであった。「ストーリー」や「子ども向け

の内容」についても評価する傾向が見られた。 
 

 
第14図 上映会を観て良かった点 

 
②悪かった点（第15図） 

 一方，悪かった点で最も多かったのが，「星の説

明・解説が欲しい」，次いで「星座が見たい」であ

った。そのほかにも，「星空がもっと見たい」とい

った意見も寄せられており，ロケット，オーロラ

といったCGよりも星空自体を望む声が目立った。
また，「ストーリー・話が悪い」「子ども向けでつ

まらない」「大人向けを望む」という，今回の子ど

も向けのストーリーや構成に対する不満も少なか

らず見られた。 
 

 
第15図 上映会を観て悪かった点 

 
ｃ．年齢別にみた満足度（第16図） 

 
第16図 年齢別にみた満足度 
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 ４択の問いで得られた満足度のデータを年齢層

別にみると，小学生以下と 65 歳以上の「大変よ
かった」の割合が非常に高いのに対して，一般に

おける「あまり良くなかった」「期待はずれ」の割

合が相対的に高い。前節で示した「大人向けを望

む」という不満と一般層の不満が一致するものと

考えられる。 
       
ｄ．その他の意見 

 少数の意見の中で、「プラネタリウム上映会を通

して，はじめて現代産業科学館を知った」という

ものが複数あった。 
 
（５）アンケート集計結果のまとめ 

 これまで，プラネタリウム上映会で回収された

アンケートの集計結果を項目別に見てきた。その

結果，今後の当館で開催するイベントや，広報活

動を行う上で貴重なデータを得ることができた。

これらをまとめると，以下のようになる。 
① 通常開館時においても，当館利用者は館周辺

に居住する人だが，今回の上映会ではさらに

その割合が大きくなった。 
② 通常開館時には，「一般」年齢層よりも，小学

生以下および 65 歳以上の来館がかなり多い
が，今回の上映会では「一般」層が通常より

も多く来館した。 
③ 通常開館時と比較して当館近隣の市町村から

の来客が増加した。また総武線，京成線沿線

の市町村から比較的多く来館していることが

明らかになった。 
④ 広報媒体の効果は，「新聞・ミニコミ誌」が最

も大きく，ポスター・チラシがそれに次ぎ，

インターネットは口コミを下回った。 
⑤ 広報媒体の影響力は，ポスター・チラシ，新

聞，インターネットの順に広範囲に広がるが，

同じ順番で影響力は小さくなった。 
⑥ 来館者全体からみると，今回の上映会は好評

を博した。 
⑦ 通常開館時によく来館する年齢層（小学生以

下，65 歳以上）には極めて好評であったが，
通常来館しない一般層の中には，より大人向

けの内容を望む声があった。 
⑧ 上映会を通して，始めて当館を知った来館者

が見られた。 
 

４ 効果と課題 

 今回の上映会の効果と課題を昨年度の同時期の

実績やアンケート調査の結果を総合すると，次の

ような効果と課題が明らかとなった。 

 

（１）効 果 

入場者数の増加 

 上映期間中の入場者数は 9,572 人（前年度比 

5,655人増），上映会の観覧者5,341人に達した。 

このように期間中の入場者数は，大幅に増加して

おり，今回の上映会は集客に大いに貢献した。 

ちなみに充席率は，上映時間帯によって異なる

が，全体では約 64％であった。「白書」によれば

座席数200以上を有するプラネタリウム館におけ

る年間の平均充席率は約25％であることから，今

回の上映会における充席率は高率であるといえる。  

収益性の向上 

 プラネタリウム上映会では，入場料収入はもと

より，駐車場使用料，自動販売機，ミュージアム

ショップ等の収入への波及効果がみられ，特に，

自動販売機については売り切れの商品が続出した。 

利用者の満足度の向上 

 アンケート調査の集計結果から，イベント内容

に対する評価が高く，好評を博した。具体的には，

約85％の方が「良かった」と回答している。また，

「期待はずれ」と答えた方についても，より良い

内容を期待する意見が多く，上映会に対する期待

の大きさがうかがえた。 

当館の周知 

 アンケート調査の結果から，プラネタリウム上

映会期間中に当館を初めて来館した利用者が多く

見られた。上映会が当館の周知に貢献した。 

活性化方策の実現 

活性化方策の一環である「開館日、開館時間の

弾力的運用」と「既存施設の有効利用」が実現し
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た。 

ボランティアの拡充（活動範囲と登録者数）  

 プラネタリウム上映会を契機として，それまで

ボランティア登録者数が５名であったのが，９名

に増加した。またボランティア活動の内容に，新

たに行事支援が加わり，活動範囲を拡大すること

ができた。 

客層の拡大 

 当館の課題となっている，いわゆる子ども以外

の来館者の拡大という点で，今回の上映会は大き

く貢献した。 
 

（２）課  題  

収益性の向上 

 今回の上映会は，通常開館時と同様の入場料で

開催した。また今回は準備期間が短かったため，

ミュージアムショップにおいてイベント関連商品

をそろえることができなかった。今後同様のイベ

ントを行う場合は，収益性の観点から，これらの

点において改善する必要がある。   

期間中の人員配置 

 今回は，開催決定の遅れにより職員の出勤をは

じめとした人員配置に支障を来した。そのため結

果的に休日の振替等で対応せざるを得なかった。

好評のため電話による問い合わせが相次ぎ，会場

運営とのかねあいから，対応者の確保に苦慮した。

今後は，早期の開催決定が望まれる。 

開催期間の再検討 

 今回の上映会は，予算の関係で開催期間を５日

間とし，土日等の休日を考慮したうえで開催期間

を8月16日（水）～20日（日）とした。しかし

ながら，平成17年度の入場者数を念頭に置くと，

曜日とは無関係に盆休みの12日から17日（15日

がピーク）に来館者が突出していた。今後，この

ようなイベントを行うにあたっては，曜日に関係

なく盆休みを含めた期間に設定するのが効果的で

あると考えられる。  

プラネタリウム上映会の上映回数・時間帯等の再

検討 

上映回数は1日６回で，上映時間30分，１時間

おきに実施した。5回目，6回目が夜間開館延長時

間帯である5時以降の実施であった。通常開館時

に比べ夜間延長の時間帯の充席率は著しく低下し，

充席率は半数に満たなかった。経費・労力等のコ

ストと収益・集客を勘案すると，夜間開館延長に

は，あまり大きな効果が期待できないことから，

今後同様のイベントを実施する場合でも，通常開

館の枠内で，1 日に５回程度実施するのが有効で

あると考えられる。 

プラネタリウム上映会の番組（コンセプト）・対象 

 今回の番組「七夕ランデブー」は，子ども向け

の番組であった。アンケートによれば，概ね好評

であったが，一部の方から，「より高度な内容」を

という要望が出され，特に大人を中心として星の

説明を望む声が多かった。大人の来館者を継続し

て増加定着させるためには，今後は大人も含めた

広い年齢層を対象とした相応のプログラムの上映

を検討する必要がある。 

プラネタリウム上映会に係るチケットカウンター

業務 

 上映会の整理券の配布と入場券の販売を同時に

行ったため，来客が多かった時間帯には，チケッ

トカウンターは多忙となり，人手が不足した。 

 今後，同様のイベントを行う際は，混雑時を想

定し，チケットの販売から整理券の発券・入場ま

でのシステムの効率化・省力化を検討する必要が

ある。 

広報 

 上映会実施の決定が遅れたため，広報活動全般

に遅れをきたした。広報期間が限られたために，

ポスター・チラシを配布できた範囲が限定された。

アンケートによれば，チラシを多く配った地域か

らの利用者が，他より約10％多く，チラシの効果

が再認識されたことから，今後は，より広範囲に

チラシを配布する必要がある。 

 

５ 結 語 

 今回のイベントについては，開催決定の遅れの

ため，準備不足の感があったが，実施した結果，

予想以上の反響があり，当館の集客及び収益に大
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きく貢献し，全体的には大きな成果が得られたと

考える。アンケートの集計結果等から，利用者の

期待が大きいことが明らかとなったため，今後も

継続の方向で検討し，さらなる創意・工夫により，

実施計画の質的な向上を図る必要がある。 

 

 

[注] 

１）関東地方のプラネタリウム上映館で，当館を

上回るサイズのものは次の通りである。 

茨城県つくば市「つくばエキスポセンター」    

直径25.6ｍ   334席 

埼玉県さいたま市「さいたま市宇宙劇場」     

直径23.0ｍ  290席 

東京都府中市「府中市郷土の森博物館」      

直径23.0ｍ  300席 

東京都西東京市「多摩六都科学館」        

直径27.5ｍ  254席  

神奈川県横浜市「横浜子ども科学館」       

直径23.0ｍ  300席 

２）サイエンスドームの定員は通常294席として

いるが，今回の上映会では，ドーム中央の通路

にメガスターⅡを設置したため，その後方の座

席が観覧に不向きとなったことから，これらの

席を使用しないことにした。 

３）場内が暗くなり足元が危険なため，上映会へ

の入場は，小学校4年生以下は保護者同伴とし

た。また友の会会員も一般入場者と同様の料金

とした。 

４）当館の最寄り駅は JR総武線下総中山駅，本
八幡駅と，京成線鬼越駅である。当館の所在す

る市川市に隣接している市区は，船橋市，浦安

市，松戸市，鎌ヶ谷市，江戸川区である。 
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資料１ 上映会用に作成したリーフレット（配布分はモノクロ印刷） 
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資料２ アンケート用紙 
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写真 １ 
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写真 ２ 
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